
①　以下の文章を読みながら「か・き・く・け・こ」に ○（まる）をつけてください。


　はるのわかばやしんりょくのもりのうつくしさとともに、なつの
こみどりがすんだあとのあきのはやしのこうようのけしきも、いづ
れおとらぬしぜんのほこりです。にほんにはむかしからこうようの
めいしょがおおく、また、いたるところにこうようをみることがで
きます。 
　かんとうではにっこうやしおばら、かんさいではきょうとのあら
しやま、たかおなどはゆうめいなものです。いったいどうしてきの
はがそんなにあかくなるのかといいますと、それはあきになると
きゅうにすずしくなる、そのきこうのへんかのために、しんりょく
のところでおはなしした、ようりょくそがしだいにかわってきて、
はのなかのさいぼうないにこうしょくのえきたいができますからで
す。もみじのうつくしさは、しょくぶつそのもののしゅるいと、そ
のはっせいのじょうたいとでそれぞれちがいますが、いちめんには
ふきんのけしきにもさゆうされるものです。 

②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


か　　　き　　　く　　　け　　　こ


③　何について書かれた文章でしたか？口頭で教えてください。
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